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目的　殯力りば、茄r 加熟･こみげろ最 蓮ｶﾛ秘時闇が試料の内卸温度ヒ軟化進度≪り 予測
で芝うこﾋ を応･-.飯告し丿 ）。奏研究a 楊･ﾀﾞｶﾛ秘特有の試料の変肥&｡名處しつフこめ予測

丿玄乞楊if加教心
方μ、 試 什 し してI    －4-・Ani-方 め馮 柵秀（ 男爵 ）を用 い ≪  C ＼oo- ＼即 ）±   | と が ≪海̂r  ･^

－3 吻 聞葎（ 、試 呻 心卸り 昌浅 灸化^  Sん 拾^ 対と 直禄 ／、・ バ 測 免 し μ.  褐･f` n 試許

の重 量滅･片手 雀ヽ り 収 綿手･ﾀl-y| 却 パ 膿 ろヽ よ乙吋 心却 の硬 さ（ テク スチュロｙ ト リー）

tm 惶 し 、外4 勧 め焦ﾜ 淮 度 みi  μ内部 や煮熟i  i. 官 能覆fc  ( 坪 釦 £ ）･≒り 評 掃し た.

&ほ　 試粁 の内 部属t  iJ、油 愚 ＼XO'C   以よ=で(J   ヽず れの涅ﾉ賞でも> li>{ －102'Cぞ平衝ﾋ. な・

れ ．や 乙ヽ部 についT  は 、内郭湿ﾉ貧よ､リ軟4乙率 の経 時変化 £淳 出 し 、最適軟 化平r.  至 るi て`゛

の時間I 最適 加 齢時間 とす ふZ  とにi 八 い ず れｔ 油遥 でも最走|ロ柘時 間り予測 が 可能 で

めフ れ. 掲･戸加雛r^ よ フ 忖

で才 能的r^ 適 と籾価 されμ ．>ｽﾞE エ リ痔l ﾀ 加゙ 勢､ 口

前 ら 岡 卸^- 最適軟化 争･て建 するS- う な揚ﾜ 条゙ 憬 と.酋定 す^  こ と･c  j: ■; 、試 粁内夕は いr.

最 逢状態 に し橋 ると.判断 しre  ．本 実験 で` ･t、こ り呆呼･a 油温･2^ －邨t  ，蝋野｜-3 ・●tt

でゐリ-   こめ条呻 下r  ぽ試粁 す 心 昆^  S,ソ最遣 抑無 時間 を予測 するこ とがr  5 re・ さり く

実 用的 な迫似 式ﾋ､ し７こ れﾗ 心 簒ﾉ贅It ;,-け る気 遣 加齢時 関 七試 跨 のﾇ、? ? ヒ り閑係 £-2 次

χ`でゑ> つし7'. 以ｔ 外層if  ･≫俵~ﾀﾞを考ﾉ匙万3 こ い~S~ ･) 拓r 加秘 め煮 適勿 秘時間 予測 迪 バ

埼･ｱlv 靫･ て適 用zヽi に．＼）香面'ib田； 日滞農 衣化f  会 昭和S-^年度ﾒこ会 講殯孝'i 築 戸哨

A 133 直系外妹圖fi. に･ﾌしべ （第t 報）

近.敏久f －窒｝短八　 〇 f 釦罰手 ぶ噺牝子

齢的　 審・ 報f､ ぞ は遠.豪 外線 のー効 の碍 られ たも 切にフい てを 気乞 行 丿

変弩I-- i- . z  々^  f  ス^  i  苛に とペノあ り゙ て そ､れi. 改良捕佐 ぞ 愚るIf. 色池 上 ヴ`る-  と £ 目的

に覚験 を舒っ 瓢.

･ぢ汲　a  i- 家数用%  - -f ン ＼ 0  0 T.    £下5' ∂ クM/ 、釘iKW の£ 気;^ 一づ'ン を ＼   ^t

isl 匁 の^  一ヂ シに恚f- 外線刄 射膏t  と.- 夕-  に漣 痕し て震 な し.   震あ') in茸.    'a  ')、)＼'ン

豚 胸i;､-7い て鎮IT ろ糾蘭.  吠 にフい て 糞験 乞行 い、 距勧 にn いて･ま試'(f%Z  %   にゐ･い てｃ

一 ター・ 痙t^ 可 働 にな%  j. ･ﾌ 改良 し, 機弧 理物 によ 、 てと-  タ- の高 ざきt え､て貧酸を

行7  re.

狐吏　 時 咄 の玖泌.   哨､・ 良口S  i  碍 る衣､いu  Iまi^' に ）、れる,  距皺をt え ゐ． 蓼

れろ 奪 のわ そ が`必奪 であ、ft.   刄.な し ぞiま疵釆の電A-x  －ブ- ンダヤや 琴<  . 盛 あ

恭 外線 のぢ が味 ．蒔咄 と.* ずぐ れてい た. 友収緑 乞？ ルミ%  I'-しre  こいt  ふ ク、

のは% 軋 こい がえ がい 、ので浅舜 だ♂^ 化^れ． 社剱 が-i^'  ̂で 斟 て. 奏 紅 色t

しヽ こ 乙、 隻申 眼 射 の初果 い? る こと等 乞孝奏 し て斟
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